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村民運動会 
 
　10月14日（日）に会地・伍和・智里東・智里西

の各地区で村民運動会が行われました。 

　秋空の下、幼児からお年寄りまで多くの村民が

競技を楽しみ親睦を深めました。 

智里東地区の村民運動会 

10月 
2012  OCTOBER No.206
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村税 
7億4,871万円 
11.1％ 

村税 
7億4,871万円 
11.1％ 

村債 
4億5,890万円 
6.8％ 

地方交付税 
32億2,363万円 
47.6％ 

 県支出金 
5億788万円 
　　　7.5％ 

地方交付税 
32億2,363万円 
47.6％ 

繰越金 
6億3,023万円 
9.3％ 

分担金・負担金 
5,861万円 

0.9％ 

繰入金 
2億3,409万円 

3.5％ 

その他  1億8,289万円 
2.7％ 

その他 
3億7,243万円 

5.4％ 

 県支出金 
5億788万円 
　　　7.5％ 

国庫支出金 
3億4,918万円 
　　5.2％ 

自主財源　20億4,407万円 
　　　　　（30.2％） 

依存財源　47億2,248万円 
　　　　　（69.8％） 

歳入総額 
67億6,655万円 

平成23年度　決算概要 平成23年度　決算概要 平成23年度　決算概要 平成23年度　決算概要 

一般会計決算（歳入）

増  減  額23年度歳入額項　　目

2597億4,871 村 税

自　

主　

財　

源

1億1,1766億3,023 繰 越 金

2,0822億3,409 繰 入 金

415,861 分 担金・負担金

▲ 4,2003億7,243 そ の 他

9,35820億4,407 計

▲ 80732億2,363 地 方 交 付 税

依　

存　

財　

源

1億9,4365億0,788 県 支 出 金

▲ 5億0,4604億5,890 村 債

▲ 4億3,1843億4,918 国 庫 支 出 金

▲ 8601億8,289 そ の 他

▲ 7億5,87547億2,248 計

▲ 6億6,51767億6,655 合　　　　計

（単位：万円）

●●● 平成23年度　決算概要●●●

村税の内訳
2億4,866 村民税

3億9,170 固定資産税

1,942 軽自動車税

4,073 たばこ税

4,820 入湯税

7億4,871 合　　　計

（単位：万円）

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

２３

計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が　

億
６
、６
５
５
万
円
（　

・
３
％
減
）、
歳
出
は　

億
３
４
０
万
円
（
９
・
０
％
減
）、

６７

１０

６１

翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
５
億
３
、８
２
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

年
度
は
、　

年
度
決
算
と
比
べ
歳
出
で
６
億
９
、８
０
９
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
改
築
事
業
や

２３

２２

国
の
経
済
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
が
減
少
し
て
い
る
影
響
で
す
。

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
前
年
比
０
・
２
％
、
約
８
０
０
万
円
減
の
、　

億
２
、３
６
３
万
円
と
な
り

３２

ま
し
た
。
依
存
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
中
学
校
建
設
に
対
す
る
補
助
金
や
経
済
対
策
臨
時
交
付
金
等
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
比　

・
３
％
減
の
３
億
４
、９
１
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
債
で
は　

年
度

５５

２２

に
引
き
続
き
一
般
財
源
と
し
て
使
え
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
も
決
算
の

総
額
が
減
少
し
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
（
主
な
事
業
は
別
表
の
と
お
り
）、
普
通
建
設
事
業
費
が
中
学
校
改
築
事
業
や
国
の
経
済
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
比　

・
７
％
減
の
、　

億
２
、８
４
６
万
円
、
積
立
金
が
減
債
基
金
等
へ
の
積

２１

１５

立
金
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
比　

・
３
％
減
の
２
億
３
、１
５
４
万
円
、
公
債
費
が
、
繰
上
償
還
額
の
減
少
等
に

５８

よ
り
６
・
１
％
減
の
９
億
９
、５
０
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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特別会計の歳入歳出決算

差引額歳　出歳　入会　　　計

1,9176億0,1916億2,108国保事業（事業勘定）

1,2989,4381億0,736国保事業（直診勘定）

6792億1,2512億1,930村 営 水 道 事 業

5492億3,3982億3,947下 水 道 事 業

2621億2,6441億2,906農 業 集 落 排 水 事 業

9397億3,1577億4,096介 護 保 険

715,9416,012後 期 高 齢 者 医 療

（単位：万円）

積立金 
4億3,622万円 
8.3％ 

人件費 
8億7,669万円 
14.4％ 

公債費 
9億9,506万円 
16.3％ 

物件費 
7億87万円 
11.5％ 

補助費等 
7億7,461万円 
12.7％ 

普通建設事業費 
15億2,846万円 
25.1％ 

人件費 
8億7,669万円 
14.4％ 

扶助費 
3億3,516万円 
5.5％ 

公債費 
9億9,506万円 
16.3％ 

物件費 
7億87万円 
11.5％ 

投資及び出資金・貸付金貸付金 
2,740万円 
0.4％ 

補助費等 
7億7,461万円 
12.7％ 

繰出金 
5億5,033万円 
9.0％ 

積立金 
2億3,154万円 
3.8％ 

普通建設事業費 
15億2,846万円 
25.1％ 

維持補修費 
2,744万円 
0.4％ 

災害復旧事業費 
5,584万円 
0.9％ 

歳出総額 
61億340万円 

一般会計決算（歳出・性質別）

増減額23年度歳出額項　　目

2,8158億7,669人 件 費

義 
務 
的 
経 
費

経 
常 
的 
経 
費 

2495億1,538うち職員等の給与

1,1273億3,516扶 助 費

▲ 6,4629億9,506公 債 費

▲ 2,52022億3,691小　　　　計

1,5367億8,087物 件 費

5342,744維 持 補 修 費

4667億7,461補 助 費 等

1637億9,983計

▲ 3億2,3442億3,154積 立 金

1,9242,740投 資 及 び 出 資 金 ・ 貸 付 金

▲ 1,2815億5,033繰 出 金

▲ 4億2,24315億2,846普 通 建 設 事 業 費投
資
的
経
費

4,1195,584災 害 復 旧 事 業 費

▲ 3億8,12415億8,430計

▲ 6億9,80961億4,340合　　　　計

（単位：万円）

総
務
費 

民
生
費 

土
木
費 

公
債
費 

衛
生
費 

教
育
費 

商
工
費 

消
防
費 

農
林
水
産
業
費 

災
害
復
旧
費 

議
会
費 

労
働
費 

億円 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

23年度 
22年度 

一般会計決算（歳出・目的別）

●●● 平成23年度　決算概要●●●
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平
成
23
年
度
決
算
 

平
成
23
年
度
決
算
 

主
な
事
業 

主
な
事
業 

●●● 平成23年度　決算概要●●●

農
林
業

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
�
�
�

捕
獲
報
償
金
、
緩
衝
帯
の
整
備
、
ジ
ビ

エ
加
工
施
設
整
備
等

生
活
環
境
整
備

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�

　

村
内
３
箇
所

�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
�
�
�

（
工
事　

件
、
資
材　

件
、
重
機
借
り

４３

６６

上
げ　

件
）

２２

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
��
�
�
�
�

阿
智
地
区
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

公
設
民
営
型
へ
の
切
替

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�

清
内
路
地
区
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
公
設
民
営
型
へ
の
切
替

そ
の
他

��������	


�������

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
��
�
�
�
�

　

下
平
分
譲
宅
地
用
地
購
入
、
造
成
工
事

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�

�
��
�
�
�
�

新
築　

件
、
用
地
取
得
８
件
、
増
改
築

１８

３
件
、
空
き
家
取
得
２
件
に
助
成

健
康
づ
く
り

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
��������	

�
�
�
�
�
�
�	



��
�
�
�
�

　

ピ
ア
・
阿
智
中
学
校
・
栗
矢

�
�
�
�
�
��

	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
��
�
�
�
�

　

４
分
団
・
５
分
団
・
６
分
団



�������������

●●● 平成23年度　決算概要●●●

財
政
健
全
化
法
に
つ
い
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会計別の基金・村債残高　　
村債残高（借金）基金残高（貯金）会  計  区  分

63億4,386 46億1,152 一 般 会 計

2,278 1億3,469 国 保 事 業

10億5,095 1億3,389 村営水道事業

20億8,488 3億6,697 下 水 道 事 業

7億9,162 274 農業集落排水事業

－ 0 介 護 保 険

102億9,409 52億1,981 合 計

����

������

数字でみる財政事情
⑥将来負担比率⑤連結実質

　赤字比率④実質赤字比率③実質公債費
　比　　　率②経常収支比率①財政力指数

将来負担すべき
実質的な
負債の割合

全会計の
赤字の比率

一般会計等の
赤字の比率

借金返済金の
割合

自由に使えない
資金

自前の
財政指数

２５０％以上
要注意

２０％以上
要注意

１５％以上
要注意

１８％以下が
望ましい

７０～８０％が
適正

1に近いほど
余裕

－－－9.179.20.22 阿　智　村
23年度

－－－11.4 79.1 0.22 阿　智　村
22年度

－－－14.5 76.7 0.23 阿　智　村
21年度

27.8－－10.8 84.0 0.40 長野県平均
（H23）

①【財政力指数】
地方公共団体の財政基盤の強弱を示す指数で、「１」に近く、あるいは「１」を超えるほど、財政に余裕が
ある。

②【経常収支比率】
財政構造の弾力性を示す数値。使い道が自由な経常一般財源から毎年必ず支払う経常経費に充てられる割
合をいう。比率が低い方が自由に使える資金が多い。

③【実質公債費比率】
全会計が負担する元利償還金、準元利償還金の標準財政規模に対する割合。１８％以上が要注意。２５％以上
になると早期健全化基準の該当になる。

④【実質赤字比率】
一般会計等を対象にした実質赤字の標準財政規模に対する比率。１５％以上になると早期健全化基準の該当
になる。

⑤【連結実質赤字比率】
全会計を対象にした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率。２０％以上になると早期
健全化基準の該当になる。

⑥【将来負担比率】
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。３５０％以上になると早期健全化基
準の該当になる。

標準財政規模
地方公共団体が標準的な状態で収入できるであろう経常一般財源（毎年度継続的に収入される使い道に制
限のない収入）の規模を示すもの

早期健全化基準
財政健全化に関する法律が施行されたことに伴い、③～⑥のいずれかの指標が基準以上の場合には、財政
健全化計画を定めなければならない。
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おしらせ 

国民年金保険料の後納制度が始まりました 国民年金保険料の後納制度が始まりました 国民年金保険料の後納制度が始まりました 
　これまで、国民年金保険料は納付期限を2年過ぎると納めることができませんでしたが、平成24

年10月から3年間に限り、過去10年以内の保険料を納めることができるようになりました。

　過去10年以内で納め忘れていた保険料を納めることにより、将来の年金額を増やしたり、年金

受給権の確保につなげることができます。

　後納制度は、事前申し込みが必要です。審査の結果、後納制度をご利用いただけない場合もござ

います。

　詳しくは、

国民年金保険料専用ダイヤル（�0570－011－050）

または、

飯田年金事務所　国民年金課（�0265－22－3670）
までお問い合わせください。

※ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）で、ご自身の年金記録を確認することができ

ます。ご利用ください。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす国民年金保険料のご案内を民間委託しています
　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れに関する電話や、戸別訪問による納付のご案内・

免除等の申請手続きのご案内を民間事業者へ委託しています。

　　《平成24年10月～平成25年1月まで》

　　　　　　飯田年金事務所管内　→　（株）オリエントコーポレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お問い合わせ：�0120－217－736）

・委託事業者は、日本年金機構が発行した納付書によるお支払いをご案内するため、銀行口座

を指定してＡＴＭ操作により振り込みをお願いすることはありません。

・委託事業者が戸別訪問する場合、顔写真入りの戸別訪問員証明書（身分証）を提示し、年金

制度の説明を行ったうえで納付のご案内や、免除等の申請手続きのご案内を行います。

※保険料をお預かりすることはありません。

飯田年金事務所　国民年金課　　�0265－22－3670

� ���������������������������������

振り込め詐欺などにご注意ください！ ！
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国民健康保険ご加入の65歳から74歳の皆さまへ 国民健康保険ご加入の65歳から74歳の皆さまへ 

後期高齢者医療は障害認定により加入することができます 後期高齢者医療は障害認定により加入することができます 後期高齢者医療は障害認定により加入することができます 
　65歳から74歳の方で、一定の障がい状態にある方は、申請により後期高齢者医療に加入するこ

とができます。

　後期高齢者医療に加入することで、一部負担金の割合や保険料が軽減される可能性もあります。

　手続きに必要な持ち物やご不明な点は、担当までお問い合わせください。

　　●お問い合わせ●　　民生課保健係　�43－2220（内線 241）

【質問１】　「一定の障がいってどんな状態？」

【回答１】　細かい規定はありますが、身体障害者手帳1、2、3級をお持ちの場合は該当とな

ります。

【質問２】　「私の保険料はどのくらい安くなる？」

【回答２】　世帯の状況によって異なります。個々に計算することができますので、試算してみ

たい方は担当までご連絡ください。

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿智智智智智智智智智智村村村村村村村村村村障障障障障障障障障障ががががががががががいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー阿智村障がい者虐待防止センター ががががががががががススススススススススタタタタタタタタタターーーーーーーーーートトトトトトトトトトししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた　がスタートしました

　10月1日より、障害者虐待防止法が施行されました。これに伴い、村では阿智村自立生活支援セ

ンター内に阿智村障がい者虐待防止センターを設置しました。このセンターは、障がい者虐待の通

報や届出、相談の受付窓口となり、障がい者の安全確認や緊急性の把握などを行います。また、関

係機関との連携を図りながら障がい者虐待の未然防止や早期発見・対応、適切な支援を行うための

体制を整備します。

「虐待かもしれない…」と思ったら、
　　・阿智村障がい者虐待防止センター　�45－1140（阿智村自立生活支援センター）

　　・阿智村役場民生課福祉係　　　　　�43－2220

 障害者虐待防止法で定義している虐待の種類 

【養護者による障がい者虐待】

　障がい者の生活の世話や金銭の管理をしている家族や親族、同居する人による虐待のこと

【障がい者福祉施設従事者等による障がい者虐待】

　障がい者福祉施設や障がい福祉サービスの事業所で働いている職員による虐待のこと

【使用者による障がい者虐待】

　障がい者を雇って働かせている事業主などによる虐待のこと。

 障がい者虐待の例 

　身体的虐待　　心理的虐待　　性的虐待　　放棄・放任（ネグレクト）　　経済的虐待
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おしらせ 

　事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度について、平成26年

1月から対象となる方が拡大されます。

※現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年度あるいは前年分の事

業所得等の金額の合計額が300万円を超える方です。

 平成26年1月からの記帳・帳簿等保存制度 

○対象となる方

　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。

　※所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

○記帳する内容

　売上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。記帳に

あたっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、簡易な

方法で記載してもよいことになっています。

○帳簿等の保存

　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・

領収書などの書類を保存する必要があります。

【帳簿書類の保存期間】

　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）

に掲載されていますのでご覧ください。詳しくは、飯田税務署個人課税部門（0265－22－1165）

にお問い合わせください。

平成26年1月から 平成26年1月から 

記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます 

保存期間保存が必要なもの

7年収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）
帳  簿

5年業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）

5年

決算に関して作成した棚卸表その他の書類

書  類 業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、領収書など
の書類

平成24年分　所得税青色申告決算説明会　日程表

対象所得会　　　場時　　間月／日（曜日）

営業・不動産阿智村商工会館10：00～11：3011／28（水）

農　　業JAみなみ信州阿智支所　三階会議室13：30～15：3012／07（金）
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十
月
一
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
保

険
証
は
、
個
人
ご
と
で
カ
ー
ド
タ
イ
プ
と

な
り
ま
す
。
一
般
の
方
は
、
緑
色
に
、
退

職
者
の
方
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
部
を
除
き
既
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
今
ま
で
お
使
い
の
保
険
証
と
差
し

替
え
頂
き
、
記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
古
い
保
険
証
は
間
違
い
を
防
ぐ

た
め
に
各
ご
家
庭
で
破
棄
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
の
際
は
、
必

ず
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
で
提
示
し
て
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

＊
新
た
に
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
さ
れ
る

方
、他
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た
方
は
、

必
ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

民
生
課
保
健
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
四
一
）

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

が
個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
タ

イ
プ
に
な
り
ま
し
た

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

に
補
助
が
あ
り
ま
す

　

平
成
二
十
五
年
度
保
育
園
入
園
説
明
会

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

①
三
歳
以
上
児
対
象

・
期
日　

十
一
月
十
六
日
（
金
）

・
時
間
及
び
場
所

午
前
十
時
か
ら　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

午
後
七
時
か
ら　

保
健
セ
ン
タ
ー

＊
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
時
間
に
ご
出
席

く
だ
さ
い

・
対
象

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
三
歳

に
な
っ
て
い
る
児
童

＊
託
児
を
用
意
し
ま
す
。
十
一
月
九
日
ま

平
成　

年
度
保
育
園
入
園

２５

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

不
妊
症
治
療
に
補
助
が
あ
り

ま
す（
芽
生
え
支
援
事
業
）

　

少
子
化
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
不

妊
症
に
関
す
る
治
療
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

【
交
付
内
容
】

　
（
対
象
者
）
阿
智
村
に
一
年
以
上
住
所

を
有
し
て
い
る
ご
夫
婦
で
、
不
妊
治
療
を

必
要
と
す
る
方
。
村
税
や
村
に
納
付
す
べ

き
負
担
金
等
に
滞
納
が
な
い
世
帯
。

　
（
対
象
経
費
）不
妊
症
に
か
か
わ
る
保
険

診
療
適
用
外
の
検
査
及
び
診
療
費

　
（
補
助
金
額
）治
療
費
の
二
分
の
一
以
内

で
、一
年
度
十
五
万
円
が
限
度
。

　
（
持
ち
も
の
）医
師
の
意
見
書
・
領
収
書
・

印
鑑
・
通
帳
な
ど
振
込
先
の
わ
か
る
物

【
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

民
生
課
保
健
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
四
一
）

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
三
歳
未
満
児
対
象

・
期
日　

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）

・
時
間
及
び
場
所

　

午
前
十
時
か
ら　

中
央
公
民
館
和
室

・
対
象

二
十
五
年
度
中
に
三
歳
未
満
児
で
入
園

を
予
定
し
て
い
る
児
童

い
ず
れ
も
当
日
、
会
場
に
て
入
園
申
込

書
を
配
布
し
ま
す
。

未
満
児
保
育
の
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

三
歳
未
満
児
の
保
育
園
入
園
に
つ
い
て

は
、
随
時
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

入
園
調
整
お
よ
び
審
査
を
行
う
た
め
受
付

期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

三
歳
未
満
児
の
入
園
申
込
の
受
付
は
、

原
則
、
入
園
を
希
望
さ
れ
る
月
の
六
か
月

前
か
ら
三
か
月
前
ま
で
と
し
ま
す
。

　

四
月
か
ら
入
園
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場

合
は
一
月
末
ま
で
に
申
込
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
審
査
の
結

果
入
園
基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
、

入
園
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
の
急
病
な
ど
、
緊
急
の
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�：

教
育
委
員
会
保
育
園
係

　
　
　
　
　
  　
（
�
四
五－

一
二
三
一
）

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
に

ご
加
入
の
方
で
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
を
受
診
さ
れ
た
方
に
補
助
が
あ
り
ま
す
。

【
交
付
内
容
】

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、国
民
健

康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
。後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
は
、後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
滞
納
が
な
い
世
帯
。検
査
料
の
七

割
相
当
額
ま
で
、上
限
は
三
万
円
で
す
。（
任

意
で
追
加
さ
れ
た
検
査
料
は
除
き
ま
す
）

一
年
に
一
回
の
受
診
に
限
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】

　

保
険
証
・
領
収
書
・
印
鑑
・
健
診
結
果

表
・
通
帳
な
ど
振
込
先
の
わ
か
る
物

【
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

民
生
課
保
健
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
四
一
）
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おしらせ 

村
職
員
等

▼
退
職
者
（
九
月
三
十
日
付
）

▽
教
育
委
員
会　

教
育
次
長

佐
々
木
正
義

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

人
事
異
動

　

教
育
委
員
の
宮
嶋
加
津
子
さ
ん
（
委
員

長
職
務
代
理
者
）、
原
京
子
さ
ん
が
九
月

三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
り
、新
た
に
佐
々

木
正
義
さ
ん
（
前
役
場
教
育
次
長
・
中
関

下
）
が
任
命
さ
れ
、
原
さ
ん
は
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
に
塚
田
紀
昭
さ
ん
、
委
員
長
職
務
代
理

者
に
熊
谷
紀
夫
さ
ん
、
教
育
長
に
佐
々
木

正
義
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の

　
　
　

改
選
に
つ
い
て

　

七
月
十
三
日
に
村
長
か
ら
六
名
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
二
十

四
年
七
月
十
三
日
〜
平
成
二
十
六
年
七
月

十
二
日
の
二
年
間
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
交
通
指
導
員
の
主
な
活
動
】

・
街
頭
指
導
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
調
査

・
各
小
学
校
の
交
通
安
全
教
室

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
交
通
整
理

・
交
通
安
全
協
会
が
開
催
す
る
事
業
へ
の
協
力

・
火
災
、
交
通
事
故
時
の
交
通
整
理

・
交
通
死
亡
事
故
の
現
地
診
断　

な
ど

阿
智
村
交
通
安
全
指
導
員

を
紹
介
し
ま
す
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借
金
の
返
済
に
お
困
り

の
方
、ご
相
談
く
だ
さ
い

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え

お
悩
み
の
方
を
対
象
と
し
た
相
談
を
毎
日

（
平
日
）
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
で
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
平
日
八
時
半
〜
十
二
時
、
十
三

時
〜
十
六
時
半

�
�
�
�
�
�
�
	
財
務
省
関
東
財
務
局　

長
野
財
務
事
務
所「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

　

〇
二
六－

二
三
四－
二
九
七
〇（
直
通
）

ネ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
ご
案
内

　

働
く
こ
と
や
就
活
の
悩
み
、
職
場
で
の

悩
み
を
メ
ー
ル
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

�
�
�
…
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ネ
ッ
ト
で
相
談
」
か
ら
受
付
。

h
ttp
://w

w
w
.jo
b
c
a
fe
-

 
   
    
 
 
   
 
 
 
  
 

s
h
in
s
h
u
.p
re
f.n
a
g
a
n
o
.lg
.jp

 
 
  
 
 
 
  
  
   
 
 
 
 
 
   
   

�
�
�
…
平
成
二
十
五
年
三
月
末
日
ま
で

毎
日
、
二
十
四
時
間
受
付

◇「
就
活
っ
て
ど
う
す
す
め
た
ら
良
い
？
」

「
職
場
に
な
じ
め
ず
、
仕
事
を
続
け
ら

れ
る
か
不
安
…
」
な
か
な
か
家
を
出
ら

れ
な
い
方
や
、
お
仕
事
で
時
間
が
無
い

と
い
っ
た
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

�
�
�
…
四
十
代
前
半
ま
で
の
方

�
�
�
�
�
�
�
	

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー

／
株
式
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
ア
イ

（
長
野
労
働
局　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　

長
野

県　

厚
生
労
働
省
若
年
者
地
域
連
携
事

業
委
託
団
体
）

　

電
話 
〇
二
六
三－

二
七－

五
〇
一
〇

　

長
野
市
旭
町
一
一
〇
八　

長
野
第
二
合

同
庁
舎
五
階
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阿智村ふるさとづくり寄附金について 阿智村ふるさとづくり寄附金について 
　平成20年にスタートしました「ふるさとづくり寄附金」に、23年度中に60件287万1千円のご
寄付を頂きました。 
　又、法人の皆さんによる「満蒙開拓平和記念館」へのご寄付は、2件15万円になりました。多く
の皆さんのご寄付誠にありがとうございました。

計20年度21年度22年度23年度
事業の種類

金額件数金額件数取り崩し金額件数取り崩し金額件数金額件数

６０３２０１２０１２０１農村記録写真に関する事業

４９１４２１２２７７１４２０２１９２００７山本慈昭平和記念館に関する事業

９０４２０１６０２１０１歴史・文化・景観保存に関する事業

９,７７２２２２１０１６,２４１７０１,８６０１０５１,６６１４６満蒙開拓平和記念館に関する事業

１,７７５１５７５５４６００７１０４６００６６０３８５０４福祉・子育て支援・人材育成に関する事業

１１３３１０１３１１００１昼神・治部坂ほか産業振興に関する事業

４９７１８２１１７１５６６８０４５０１事業指定無し

７1３３基金利子

１２,８０５３０７１,０１８１６６００７,２２５９６６００２,８８８１３５２,８７４６０計

３,９８９４２２,６５７１２１,１８２２８１５０２満蒙開拓平和記念館建設基金

�������

※満蒙開拓平和記念館建設基金利子　4千円

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

　

阿
智
村
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
農
地
の
利
用
状
況
調
査
）
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
改
正
農
地
法

の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
、
農
業
委
員
会

は
、
毎
年
１
回
そ
の
区
域
内
に
あ
る
農
地

の
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
農
業
委
員
や
調
査
関
係
者
が
、
調

査
の
た
め
に
皆
様
の
農
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

調
査
の
中
で
は
、
違
反
転
用
に
つ
い
て

も
調
査
を
し
ま
す
。
許
可
な
く
転
用
し
た

場
合
や
、
許
可
さ
れ
た
と
お
り
に
転
用
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
を
な
く
そ
う

　

農
地
は
一
度
耕
作
を
や
め
て
数
年
経
て

ば
原
形
を
失
う
ほ
ど
に
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
耕
作
放
棄
地
は
、
農
地
集
積
に
支
障

を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、
周
辺
農
地
の
病

害
虫
発
生
を
助
長
し
、
有
害
鳥
獣
の
隠
れ

場
所
に
な
る
な
ど
農
業
振
興
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

草
刈
り
や
耕
起
な
ど
に
よ
り
、
耕
作
放

棄
の
解
消
が
可
能
な
農
地
の
所
有
者
は
、

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
再
生
利
用
す
る

か
、
い
つ
で
も
耕
作
可
能
な
状
態
に
す
る

な
ど
、
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

転
用
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
以

外
に
も
他
の
法
律
に
よ
り
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
請
を
す
る
前
に
各
地
区
農
業

委
員
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
転
用
予
定
地
が
農
振
法
の
農
用

地
区
域
内
（
青
地
）
に
あ
る
場
合
は
、
農

振
除
外
の
手
続
き
に
よ
り
農
用
地
か
ら
外

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
審
議
会
は
年

２
回
程
度
（
６
月
、　

月
に
予
定
）
開
催

１２

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
前
月
末
が
締
め
切
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
の
前
に
農
業
委

員
会
事
務
局
に
お
い
て
農
用
地
区
域
の
確

認
及
び
、
審
議
会
の
開
催
に
つ
い
て
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
所
有
者
が
２
０
０
�
未
満
の
農
業
用
施

設
と
し
て
転
用
す
る
場
合
は
、
許
可
は
不

要
で
す
が
届
出
は
必
要
で
す
。）

申
請
書
受
付
締
切
は
、毎
月
十
五
日
で
す
。

�
�
�
�
�
�

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
ふ
る
さ
と
整
備
課
内
）

�
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
二
七
）

農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
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おしらせ 

上下水道事業の財政について 上下水道事業の財政について 
平成23年度水道事業・下水道事業等決算から 平成23年度水道事業・下水道事業等決算から 

　 私たちの生活に欠かせない水道水を、皆さんのご家庭に供給する「水道事業」、使用された水を汚水として

処理する「下水道事業や農業集落排水事業」は、それぞれ水道料金や下水道使用料・農業集落排水使用料を

主な収入源とて、一般会計とは別に独立採算を原則とする特別会計（企業会計）により経営しています。

　どの事業も多くの一般会計からの繰入金により収支が保たれています。

下水道使用料100円のゆくえ 
事業全般を 
運営管理する 
ための費用 

下水を適切に 
処理するための 
費用 

施設の更新・ 
計画のため 
の費用 

施設の建設・改良に 
かかった借入金の返済 

17円 

5円 

9円 

69円 

■下水道事業概況 
　水洗化人口（下水道を使用している人口）2,650人　　　　　水洗化率（水洗化人口/処理区域内人口）85.4％ 

　汚水処理原価（汚水1m3を処理するための費用）159.1円/m3　使用料単価（下水道使用料1m3あたりの金額）159.0円/m3

水道使用料100円のゆくえ 
翌年度繰越金 
としての費用 

事業全般を 
運営管理する 
ための費用 

安全な水道水を 
つくるための費用 
など維持管理の 
ための費用 

施設の建設・ 
改良にかかった 
借入金の返済 

事業全般を 
運営管理する 
ための費用 

安全な水道水を 
つくるための費用 
など維持管理の 
ための費用 

施設の建設・ 
改良にかかった 
借入金の返済 

22円 

1円 

34円 

43円 

■水道事業概況 
　給水人口（水道を使用している地域の人口）6,801人　  年間有収水量（1年間に家庭等で使われた水の量）922.3千m3 

　給水原価（水1m3を家庭等に届ける費用）209.9円/m3　 供給単価（水道料金1m3あたりの金額）150.8円/m3

水 道 事 業 

下水道事業 
収入 2億3,947万円 支出 2億3,398万円 

加入者 
分担金 
433万円 

前年度 
繰越金 
419万円 

下水道使用料 
7,845万円 

維持管理費 
5,418万円 

借入金の 
償還金と 
支払利息 
1億5,382万円 

一般会計 
からの 
繰入金 

1億5,136万円 

一般 
管理費 
1,738万円 

建設 
改良費 
860万円 

支出 2億1,251万円 

一般管理費 
3,140万円 

維持管理費 
4,812万円 

借入金の 
償還金と 
支払利息 
1億3,299万円 

収入 2億1,930万円 

前年度 
繰越金 
466万円 

その他 
241万円 

その他 
114万円 

水道料金 
1億3,916万円 

一般会計からの 
繰越金 
7,307万円 
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農業集落排水事業 

支出 1億2,644万円 

借入金の 
償還金と 
支払利息 
1億77万円 

一般 
管理費 
882万円 

維持 
管理費 
1,685万円 

収入 1億2,906万円 

一般会計 
からの 
繰入金 

1億1,409万円 

前年度 
繰越金 
195万円 

農業集落 
排水使用料 
1,302万円 

事業全般を運営 
管理するための費用 

下水を適切に 
処理するための費用 
下水を適切に 
処理するための費用 

8円 

92円 

農業集落排水使用料100円のゆくえ 

■農業集落排水事業概況 
　水洗化人口（農業集落排水施設を使用している人口）1,034人　　　　水洗化率（水洗化人口/処理区域内人口）92.1％ 

　汚水処理原価（汚水1m3を処理するための費用）354.3円/m3 

　使用料単価（下水道使用料1m3あたりの金額）179.9円/m3

平成24年度　自衛官等募集

※詳しくは、自衛隊長野地方協力本部　飯田出張所までお問い合わせください。�� 0265－22－2613

試験時期受付期間

高校の教育を受けながら、陸上自
衛官として教養を高めたい方に！

平成25年1月12日
～14日の内1日

平成24年11月1日
～12月7日

推薦試験1 陸上自衛隊
　高等工科
　　　学校生徒

1次試験　平成25年1月19日
2次試験　平成25年2月2日

～5日の内1日

平成24年11月1日
～平成25年1月7日

一般試験

応　募　資　格　中卒（見込みを含む）15歳以上17歳未満の者

参考(23年度採用者）採用時期合格発表試験時期採用予定人員（人）隊別募集期

約2470
3～4月

（平成
25年度）

その都度受付時に指定

6,424陸自

1～3月（男子）

2 自衛官
　候補生

約490568海自

約6301,320空自

約500
3～4月

（平成
25年度）

11月9月

500陸自

1～3月（女子） 約5080海自

約60132空自

応　募　資　格　採用予定月の1日現在、18歳以上27歳未満の者で、日本国籍を有し、かつ自衛隊法第38条第
1項に定める欠格事項に該当しない者

参考(23年度採用者）採用時期合格発表試験時期採用予定人員（人）区分受付期間

67
3～4月

（平成
25年度）

1次　11月
最終　1月
（平成25年）

1次　10月
2次　11月70陸9～10月3 看護学生

応　募　資　格　平成25年4月1日現在、18歳以上24歳未満の者で、日本国籍を有し、かつ自衛隊法第38条第
1項に定める欠格事項に該当しない者
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おしらせ 

村
営
住
宅
の入

居
者
募
集

　

村
営
住
宅　

定
住
促
進
堀
上
住
宅
・
ア

ラ
ヤ
第
一
団
地
・
ア
ラ
ヤ
第
二
団
地
・
大

平
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
住
宅
名
・
戸
数
・
間
取
り
等
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。　

�
�
�
�
�
�
�

　

定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
四
三－

二
二
二
〇（
内
線
二
三
一
）

条　件　等地区名間取り戸数住　宅　名
定住促進住宅
世帯向け

清内路3ＬＤＫ1戸
定住促進
堀上住宅

公営住宅
所得制限有り
世帯向け

清内路3ＤＫ2戸アラヤ第１団地

公営住宅
所得制限有り
世帯向け

清内路
3ＬＤＫ
メゾネッ
トタイプ

1戸アラヤ第2団地

公営住宅
所得制限有り
世帯向け

浪　合3ＬＤＫ1戸大平住宅

　

阿
智
村
の
身
近
に
あ
る
、
本
来
手
軽
に

使
え
る
は
ず
の
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
自
然
に
や

さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー　

阿
智
」
は
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
身
近
に
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
て
、
自
然
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

を
は
じ
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
事

業
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
大
勢
の
方
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
昨
年
度
空
間
放
射
線
測
定
器

（
簡
易
測
定
器
）を
購
入
し
ま
し
た
。空
気
中

の
微
量
な 
γ 
線
が
測
定
で
き
ま
す
。ど
な
た

ガ
ン
マ

で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
機
器
で
す
の
で
、

身
近
な
場
所
の
測
定
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。機
械
の
貸
出
に
つ
い
て

は
、役
場
地
域
経
営
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
※
空
間
放
射
線
測
定
器
で
す
の
で
、
食

品
や
水
、
土
壌
な
ど
の
測
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
経
営
課

　
　

�
四
三－

二
二
二
〇（
内
線
二
三
二
）

「
自
然
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー　
 
阿
智
」

を
開
催
し
ま
す in

in

空
間
放
射
線
測
定
器
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

①
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
展
示
、
相
談

会
の
実
施

　

…
十
一
月
十
日
（
土
）
十
一
日
（
日
）

②
村
内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
施
設
の
視

察
・
体
験
ツ
ア
ー
…
十
一
月
〜
十
二
月

③
講
演
会
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
討
論
会

　

…
十
二
月
中
旬

※
各
事
業
の
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
、
放
送
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

地
域
経
営
課

　
　

�
四
三－

二
二
二
〇（
内
線
二
三
二
）

ご
存
じ
で
す
か
？

交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）

貸
付
介
護
料
の
支
給

○
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
の
方
が
死

亡
ま
た
は
、
重
い
後
遺
障
害
に
な
ら
れ
た

場
合
で
、
か
つ
、
生
活
が
困
窮
で
あ
る
ご

家
庭
の
お
子
さ
ん
（
〇
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
）
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
育
成

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

は
じ
め
に（
一
時
金
）…
十
五
万
五
千
円

　

毎
月
…
二
万
円

入
学
（
小
・
中
学
校
）
支
度
金
…
四
万

四
千
円

�
�
�
�
�

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
卒
業

の
月
ま
で

�
�
�
�
�

中
学
校
卒
業
後
六
ヶ
月
又
は
一
年
間
据

置
い
た
後
、
月
賦
又
は
半
年
賦
併
用
の

二
十
年
以
内
の
均
等
払
い

○
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
「
脳
」、「
脊
髄
」、

「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、
重
い
後
遺

障
害
に
な
ら
れ
た
方
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し

て
、次
の
と
お
り
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

特
�
種　

定
額
六
万
八
千
四
百
四
十
円

　
　

上
限
額
十
三
万
六
千
八
百
八
十
円

特
�
種　

定
額
五
万
八
千
五
百
七
十
円

　
　

上
限
額　

十
万
八
千
円

特
�
種　

定
額
二
万
九
千
二
百
九
十
円

　
　

上
限
額　

五
万
四
千
円

�
�
�
�
�

申
請
を
受
理
し
た
月
か
ら
介
護
料
を
支

給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
す
る
月
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人

　
　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

　
　

長
野
市
南
長
池
七
一
〇－

三

　
　

�
〇
二
六－

四
八
〇－

〇
五
二
一
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〜 

未
来
へ
つ
な
ぐ
　
あ
な
た
の
一
票 

〜 

　

立
候
補
さ
れ
る
予
定
の
方
、
ま
た
は
そ

の
代
理
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◆
十
月
三
十
一
日
（
水
）
午
後
三
時
〜

◆
場
所
…
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館ホ

ー
ル

◆
十
一
月
十
二
日（
月
）午
後
一
時
三
十
分
〜

◆
場
所
…
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館ホ

ー
ル

◆
十
一
月
十
三
日（
火
）

◆
時
間
…
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

◆
場
所
…
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館ホ

ー
ル

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
合
併
の
特
例
が
な

く
な
っ
て
選
票
区
が
全
村
一
つ
と
な
り
、

定
数
は
現
行
の
十
五
人
か
ら
三
人
減
っ
て

十
二
人
と
な
り
ま
す
。

◆
投
票
…
十
一
月
十
八
日
（
日
）

午
前
七
時
〜
午
後
七
時

（
第
一
〜
九
投
票
所
）

午
前
七
時
〜
午
後
六
時

（
第
十
・
十
一
・
十
三
〜
十
七
投
票
所
）

＊
第
一
・
第
二
投
票
所
の
終
了
時
間
が
午

後
七
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

＊
今
回
か
ら
第
十
二
投
票
所
が
統
合
さ
れ
、

第
十
一
投
票
所
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

◆
開
票
…
十
一
月
十
八
日
（
日
）

　

午
後
八
時
か
ら

◆
場
所
…
阿
智
村
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　

投
票
当
日
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で
不
在

に
な
る
方
は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
十
一
月
十
四
日
（
水
）
〜
十
七
日
（
土
）

◆
時
間
…
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

◆
場
所
…
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館

１
階
会
議
室

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
又

は
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不

お
問
い
合
わ
せ

　

阿
智
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　

電
話　

四
三－

二
二
二
〇

（
内
線
二
七
五
・
二
七
六
）

立
候
補
予
定
者
打
合
せ
会

届
出
書
類
等
事
前
審
査

議　

員　

定　

数

投　
　

開　
　

票

期　

日　

前　

投　

票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
村
議
会
議

員
の
一
般
選
挙
が
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

告　

示
（
立
候
補
者
届
出
）

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
あ

ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
申
請
が
必
要
で
交
付
に
時
間
も
か
か
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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おしらせ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

障
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

十
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
受

信
障
害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る
「
受
信

環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　

放
送
電
波
の
受
信
障
害
と
は
、
家
庭

用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電

気
雑
音
、
テ
レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の

異
常
発
振
、
不
法
無
線
局
か
ら
の
電
波
、

高
層
建
築
物
に
よ
る
ビ
ル
陰
障
害
等
に
よ
っ

て
、
良
好
な
放
送
の
受
信
が
で
き
な
る
な

る
も
の
で
す
。

　

特
に
、
不
法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る

強
力
な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
電
波
利
用
環
境
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ

オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す

る
こ
と
は
、
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

監
視
調
査
課

（
� 
〇
二
六－

二
三
四－

九
九
七
六
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

受
信
障
害
対
策
官

（
� 
〇
二
六－

二
三
四－

九
九
九
一
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�

�
�
�
�

総
合
通
信
相
談
所

（
� 
〇
二
六－

二
三
四－

九
九
六
一
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w
.soum

u.

        
 
 
     
  

go.jp/soutsu/shinetsu

　
　
                     

「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」

の
建
設
始
ま
る

　

駒
場
の
会
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
隣
地
に

て
建
設
の
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」
が

去
る
九
月
十
一
日
に
起
工
式
を
挙
行
、
い

よ
い
よ
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
三

月
末
に
は
完
成
、
四
月
下
旬
に
は
開
館
の

予
定
で
す
。
満
蒙
開
拓
に
特
化
し
た
全
国

で
唯
一
の
記
念
館
で
あ
り
、「
残
留
孤
児

の
父
」
と
言
わ
れ
た
山
本
慈
昭
氏
（
阿
智

村
名
誉
村
民
）
の
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。
記
念
館
事
業
準

備
会
で
は
、「
満
蒙
開
拓
を
通
じ
て
平
和

の
尊
さ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
拠
点

に
」
と
、
現
在
、
開
館
に
向
け
て
の
展
示

企
画
、
開
館
後
の
利
用
広
報
等
に
努
め
て

い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
よ
り
の
益
々
の

ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

貴
重
な
古
文
書
・
雑
誌
・

写
真
を
守
ろ
う
！

　

家
の
取
り
壊
し
、
蔵
の
整
理
な
ど
古
い

も
の
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
貴
重
な
も
の
が
多
く
あ
り
、
資

料
と
し
て
保
存
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
文
書
は
も
と
よ
り
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
時
代
の
雑
誌
・
広
告
・
オ
モ
チ
ャ
な
ど
、

古
い
も
の
が
不
要
に
な
っ
た
時
に
は
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ  
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇

(
)

 
内
線
五
一
〇
・
五
一
一 

き
、
市
・
宿
場
を
想
定
し
た
当
時
の
園
原

を
描
い
て
い
き
ま
す
。
十
二
月
二
十
六
日

(
)

 
水 
ま
で
開
催
中
。

●
開
館
時
間

　

九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

●
火
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
、
翌
日
休
館
）

●
観
覧
無
料 　

智
里
三
六
〇
四－

一

　

�
・
� 
四
四－

二
〇
一
一

�
�
�
�
�
�
�
	

●
十
二
月
九
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

展
示
解
説
ト
ー
ク
「
杉
の
木
平
遺
跡
と

中
世
の
神
坂
越
え
」
中
里
信
之
（
村
学

芸
員
）

●
十
二
月
九
日
（
日
）
午
後
二
時
半
〜

講
演
会「
神
坂
越
え
と
中
世
の
伊
那
谷
」

市
澤
英
利
氏
（
飯
田
市
上
郷
考
古
博
物

館
長
）

共
に
聴
講
無
料
で
す
。

東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー　

は
ゝ
き
木

館
秋
季
企
画
展
示

中
世
神
坂
越
え　

園
原
と
木
賊
展

　

は
ゝ
き
木
館
で
は
、
毎
年
秋
に
神
坂
越

え
に
関
す
る
展
示
を
時
代
毎
に
行
っ
て
い

(

ま
す
。
今
回
は
、
中
世 
鎌
倉
・
南
北
朝
・

)

室
町
時
代 
の
神
坂
越
え
に
焦
点
を
あ
て
ま

す
。
謡
曲
「
木
賊
」
を
通
じ
て
中
世
の
都

人
の
持
っ
て
い
た
神
坂
越
え
の
イ
メ
ー
ジ

を
紹
介
し
な
が
ら
、
一
方
で
出
て
き
た
焼

き
物
を
通
じ
て
、
中
世
の
神
坂
越
え
の
動

わいわい 
　　広場 
わいわい 
　　広場 ● ● 

● 
役場 

長岳寺 

R153

記念館 
建設予定地 

阿智川 

浄化センター 
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あなたの気づきが 
子どもを守ります 
あなたの気づきが 

子どもを守ります 
あなたの気づきが 

子どもを守ります 
・いつも叱りつける声と泣き声が聞こえる。 

・子どもに不自然なアザやケガがある。 

・夜遅くまで遊んでいたり、家に帰りたがらない。 

　　　　など、「おかしい」と感じたら、迷わず連絡下さい。 

11月は　児童虐待防止推進月間　です 

＊子育て支援室　　　　　　　　45－1232 
＊児童相談所全国共通ダイヤル　0570-064-000 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秘密はかたく守られます。 

村
内
に
新
た
な

2
工
場
が
建
設

　

春
日
地
区
に
、
２
工
場
の
新
規
建
設
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
式
・
着
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
七
久
里
に
は
Ｋ
Ｏ
Ａ
株
式
会
社
の

国
内
で
は　

年
ぶ
り
と
な
る
新
工
場
「
Ｋ

２０

Ｏ
Ａ
七
久
里
の
杜
」
が
完
成
し
、　

月
１

１０

日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｋ
Ｏ
Ａ
七
久
里
の
杜
」
は
生
産
棟
、

め
っ
き
棟
、
食
堂
研
修
棟
の
３
棟
を
建
築

し
、
総
床
面
積
は
、
約
１
万
１
千
㎡
、
敷

地
面
積
は
２
万
８
千
７
百
㎡
。
阿
智
工
場

及
び
匠
の
里
か
ら
の
工
程
移
管
を
行
い
、

フ
ラ
ッ
ト
チ
ッ
プ
の
特
殊
特
製
品
を
中
心

に
生
産
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
春
日
中
関
上
の
京
田
原
に
建
設

中
の
南
信
州
菓
子
工
房
株
式
会
社
は
、
７

月　

日
に
着
工
式
が
行
わ
れ
、
工
場
面
積

２６
は
約
６
百
㎡
、
敷
地
面
積
は
１
千
７
百
㎡

で
、　

月
末
頃
完
成
予
定
で
す
。

１１

　

工
場
で
は
南
信
州
で
栽
培
さ
れ
る
農
作

物
を
原
材
料
と
し
た
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
菓
子
を
製
造
す
る
予

定
で
、当
面
は
市
田
柿
を
原
材
料
と
す
る
、

素
材
菓
子
を
秋
冬
商
品
と
し
て
販
売
す
る

予
定
で
す
。
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＜２４年度地区別受診率＞

清内路浪　合智里西智里東伍　和駒　場春　日地区名

47.7％66.1％51.1％51.9％53.6％53.2％47.5％受診率

24年度
特定健診受診率速報

つぶやき 
保健師

さんの
 

集団健診を終えて、現在の特定健診受診率は以下の通りです。（H24.10.9現在）

2423222120年　度

52.3%44.7％41.6％45.3％33.9％受診率

今年度は昨年度よりも多くの方に健診を受けていただきました。

結果報告会にも多くの方に参加いただき、食生活、運動習慣を振り返っていただきました。

1年に1回、自分の体の状態を確認することが健康への第一歩です。

まだ特定健診や人間ドックを受けていない方は、H25年3月末日までに健診を受けましょう。

����

�������	
���	�����������������
村民のみなさんが自主的に行う健康づくりのための運動や学習に対し、支援（補助金を交付）します。

○ 内　　　容　有料の指導者を招いて自主的に行う、健康づくりたのめの運動や学習会の指導料を

　　　　　　　 （１回につき5,000円を限度に、１年度12回まで）実費補助。

○ 対　　　象　健康づくりの事業を行う概ね10人以上の集まり

　　　　　　　 ※ 村・関係団体から補助・助成を受けている団体は対象となりません。

○ お問い合わせ　民生課（TEL：43-2220）

�������	
�����������������

　日　　時：10月24日（水）　19時～20時半　保健センター2階

　内　　容：バイキング形式で自由に食事を選んでいただき、栄養士がアドバイスをします。

　　　　　　個別に1日に必要なエネルギー、ごはん量をお伝えします。

　メニュー：鶏肉とトマトのチーズ焼き、鮭とじゃがいもの揚げびたし、

　　　　　　そぼろ煮（カレー風味）など全8品

�������������	
�������	�����	����	�����

　日　　時：11月30日（金）　　10時～11時半

�������	�
��������������������������

　　　　　　　　　簡単・早い・おいしい♪　圧力鍋＆電子レンジを使った野菜料理

　日　　時：2月28日（木）　　10時～11時半

�������	
��
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こんにちは 自立生活支援センターです こんにちは 自立生活支援センターです こんにちは 自立生活支援センターです No.5No.5No.5
～おたっしゃかい体験レポート＜体操編＞～ ～おたっしゃかい体験レポート＜体操編＞～ 

　歳を重ねるごとに、運動不足を感じ始めている、自立生活支援センターの職員KとSが、おたっしゃかいの

体操を体験してきました。 

　園原幸子先生を講師に行われている体操は、初心者のSにとっては、ついて行くだけで必死でした。参加者

は70代～90代の方でしたが、毎週1回、この体操を継続することで、背筋がピンと伸び、足がスーと上がっ

ているのがとても印象的でした。

�������	
����������������

●日程・場所は… ●利用者の声…

●体験してみて…

場　所時　間曜日地区

浪合コミュニティー
センター

当面午前のみ月曜日浪　合

清内路公民館

午前9：30
～

午後3：30

火曜日清内路

中関高齢者
生きがいセンター

水曜日
会　地
智里東西

伍和高齢者
生きがいセンター

金曜日伍　和

保健センター午後1：30～金曜日リハビリ

体操の時間：10時～11時

○体操を始めた頃は体がだるくて大変だったが、
今では筋肉がついて、転ばないようになったん
だに。 

○家ではなかなか体操はできないが、ここへ来れ
ば楽しんでできるに。 

○体操をすれば、体や足が軽くなったよう。 
○始めは恥ずかしくて名前も言えなかったけど、
話をしているうちに言えるようになったんな。 

○もっと若い人も体操をやればいいのになぁと
思っとるが、仕事があるわなぁ。 

○最近では家で散歩をしたり、スクワットをする
ようになったんだに。

まだまだ「体操なんて…」と思っていましたが、体操を
始めるには年齢は関係ない！と思いました。逆に早い
うちから習慣にすることが大切だと痛感しました。 
　家で体操をすることは、なかなか大変なことですが、
このような場所で正しい指導のもとで行うと、効果も
上がります。
　日頃の体の重さや足腰の痛みが気になる方、一度こ
の体操を体験してみてはいかがでしょうか？ 
　体操は10時から11時頃行っています。年齢問わず、
どなたでもかまいません。一度覗いてみてください。 

お問い合わせは
阿智村自立生活支援センター　45-1140まで

いっ痛い…
�������	
��

�������
やわらかい　
なぁ…
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��������		�������������� 　７月３1日（火）、阿智高校には

多くの中学生が、体験入学に訪れ

ました。阿智高校についての説明

を聞いた後、中学生は希望する講

座に分かれて、授業を体験しまし

た。部活動見学もあわせて行われ

ました。

　７月２８日（土）から同窓会６０周

年事業のサテライト講座が始まり

ました。夏季休業中、１０日間、英

語を中心に学習が進められました。

また、阿智高うちわが製作され、

役場や金融機関、中学校などに配

られました。あわせて夏期制服

（ポロシャツ）が製作され、Ｙシャ

ツと併用で今年度から着用が始ま

りました。中庭の池も、同窓会・

ＰＴＡのご支援により改修され、

敷石を渡って中庭を散策する生徒

が増えました。

　９月２５日（火）２学年人間コー

ス生徒が飯田女子短期大学公開授

業（地域文化論）に参加してきま

した。高体連新人戦県大会出場や

生徒会新役員選出と２年生へのバ

トンタッチも始まっています。
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今年度の進路状況（H.24.10.9.現在）
【進学】日本福祉大学子ども発達学部（経済援助学費減免奨学生Ａ：学費半額免除）、社会福祉学部、など
【就職】東海旅客鉄道株式会社、天恵製菓(株)、シチズン平和時計(株)、ＫＯＡ(株)、アルテンハイム会地の郷、
　　　  湯元ホテル阿智川、昼神グランドホテル天心、湯多利の里伊那華、など
　大学や企業から、部活動やボランティア活動に積極的に参加した元気のある生徒が評価され、嬉しい合格内定通知が
届き始めています。これからも、補習や個別指導を通して最後までバックアップしていきます。
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年　金太郎

　

九
月
は
敬
老
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年

も
本
村
で
は
百
歳
を
お
迎
え
し
総
理
大
臣
か

ら
の
お
祝
状
が
届
け
ら
れ
た
方
が
三
名
お
い

で
に
な
り
ま
す
。
三
名
と
も
女
性
の
方
で
あ

り
ま
す
が
、
二
名
の
方
は
お
元
気
で
庭
の
草
と
り
を
し
て
い
る
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

八
十
八
歳
の
今
で
も
現
役
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
橋
上
好
郎
先
生
が
、

米
寿
を
記
念
し
て
自
叙
伝
「
あ
し
あ
と
」
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
今

日
ま
で
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
様
々
な
出
来
事
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
語
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
記
憶
力
に
驚
か
さ
れ
る
と
と
も
に
本
村
で
開
業
さ
れ
て
か
ら
の
御
苦
労

の
ほ
ど
が
解
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
元
気
で
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
が
、
私
達
の
何
よ
り
の
願

い
で
あ
り
ま
す
。
元
気
で
長
寿
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
方
の
日
々
の
状
態
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
常
の
動
き
に
関
心
を
示
し
た
り
、
趣
味
や
農
作
業
等
目
的
を
も
っ
て
取
り
組
ん

だ
り
、
周
囲
の
人
達
と
交
り
を
も
つ
等
、
長
寿
の
方
に
は
積
極
的
に
毎
日
を
暮
ら
し

て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
こ
と
を
毎
年
の
敬
老
訪
問
で
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
安
心
し
て
長
寿
を
喜
べ
る
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
が
、
高
齢
者
の

方
も
是
非
健
康
に
気
を
つ
け
て
長
寿
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
 
（
一
）

あ
ぜ
み
ち 
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広報あち10月号  別冊 村長あいさつ 村長あいさつ 村長あいさつ 
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